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論 説
欧州懐疑主義の起源と展開について

































































































Taggart and Szczerbiak (2008)はこうした批判を受けて次のように「ソ
フトj と「ハード」を再定式化した。第一に、「ハード」欧州懐疑主義は、欧
州統合プロジェクトに対する原則的な反対と定義された。言い換えれば、 EU
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褒 1 CAPの誕生と発展
時間 項目内容



























Hooghe and Marks (2007: 120)によると、 1992年10月26臼の『エコノミス
58 欧州機疑主義の起師、と展開について(徐)


















































































司2007: 66)0 EUリーダーたちは、 EUが15カ!illから27カ国へと突然、拡大した
後、「消化不良」の現象は制度改革を通じて解決しなければならないことを卜



























ている (Torreblancaand Leonard 2013)。ユーロ・パロメーターのデータ
(図 1)が示しているように、ユーロ危機が2008年に始まって以来、 EUへの













ポーランド フランス ドイツ イタリア スペイン
園 2007.5 .;・:2010.5 挽 2013.5
図1 EUに対する信頼の欠如
この図は EUを信頼するか否かの問題で否定的な答えを選んだ人目割合である。
出典 Eurobarometer 67.2， 73.4， 79.3を基に鐘者が作成
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図2 2016年EU離脱に閲する世論翻査










































































Elenbaas and De Vreese2011)。
次に、欧州憾疑主義の源泉に測する下位分類について紹介する。








Lubbers and Scheepers (2010・810)は、 3つの異なる原因によって生み





































失業率、 EU加盟国の国家純利益 (countrynet benefi出)および主観的な
「経済的認識J(economic perceptions)なと、の指標に焦点を当てていた。こ
れらの研究は「社会経済的説明JCsociotropic economic explanation)と総









































































続いて、 Evansand Butt (2007)は、文化的な要因に着目して英国の歌州
懐疑主義を探っている。彼らによると、英国の歌州懐疑主義が文化的アイデン


























役書IJを果たしていることを示している (MarijnVan Klingeren， Hajo G. 
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義との聞に負の栂関関係があると示している。つまり、自国の政治システムに
自信がある人は、歌州懐疑主義的な感情をあまり持っていないということであ
る (Serricchio，Tsakatika and Quaglia 2013)。伺様に、 LaurenMcLaren 
(2007 : 15-16)も、悶内の政治機閣に対する不信感が EU機関に対する不信感
を強めると示唆する。要するに、園内政治への不満は EU統合への不満と緊密
lこi浩びつけられる (Krouweland Abts2007 ; De Vries and Kersbergen 
2007)。
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増えつつある。例えば、 JulieHassing Nielsen (2016)は五つのパーソナリ
ティと EU統合に対する態度との関係性を検討した。 ChristofferKolvra 
(2018)はラカンの精神分析からの理論を通じて、ヨーロッパのアイデンティ
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( 6 ) 多重の危機とは、欧州慾法条約からリスポン条約までの聞に館呈した EUの正当
性危機とリーマンショックに端を発した経済危機であり、多次元の危機とは多重白
危機に対して EUと図家政府の次元での対応できない事情である(中村2011: 68)。




(10) Iフレクシプル・アイデンティティ」は、もともとは J・ハ パーマスの言議で
あるが、 A・メルッチは『現代に生きる遊牧民』の中で、こ白書誕を現代先進社会
におけるアイデンティティ白不確定性を強品開するために使用している(梶田1993: 




(13) 闘放性、誠実性、外向性、協調性、神経症的傾向 (Openness，Conscientiousness， 
Extraversion， Agreeableness. Neuroticism) 
